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一33一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
る
国
司
の
署
判
が
国
守
の
別
称
と
い
わ
れ
て
い
る
大
介
の
み
に
よ
る
単
判
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
一
、
二
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
こ
の
傾
向
は
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
十
一
世
紀
以
降
に
お
け
る
大
介
単
判
制
へ
の
移
行
は
前
述
し
た
よ
う
に
十
世
紀
段
階
受
領
国
司
の
任
用
に
対
す
る
優
越
的
地
位
が
決
定
的
と
な
っ
た
段
階
で
、
そ
れ
が
国
衙
の
文
書
行
政
の
上
に
も
投
影
さ
れ
た
も
の
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
因
に
所
謂
雑
任
国
司
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
在
庁
化
と
い
う
現
象
が
十
一
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
（
1
6
）
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
叙
上
の
如
き
受
領
に
よ
る
国
衙
諸
権
限
の
掌
握
と
い
う
点
も
無
視
で
き
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
れ
る
。
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
の
栄
山
寺
文
書
の
勘
判
に
「
権
大
嫁
大
判
官
代
」
と
見
え
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
雑
任
国
司
の
在
庁
化
の
嗜
矢
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
以
降
、
介
或
は
権
介
・
大
嫁
な
ど
の
肩
書
を
有
す
る
在
庁
官
人
が
平
安
末
期
の
諸
文
書
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
「
在
国
司
」
成
立
の
一
つ
の
側
面
と
し
て
、
か
か
る
国
司
の
在
庁
化
と
い
う
傾
向
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
し
か
し
誤
解
の
な
き
よ
う
一
言
断
っ
て
お
く
が
、
私
は
「
在
国
司
」
の
直
接
的
前
提
を
雑
任
国
司
の
在
庁
化
と
い
う
傾
向
の
中
に
一
律
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
介
以
下
目
に
至
る
雑
任
国
司
の
多
く
は
一
般
に
蓬
任
化
の
傾
向
も
顕
著
で
あ
り
、
買
官
等
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
得
る
よ
う
な
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
え
ぱ
次
の
丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
に
見
え
て
い
る
連
署
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
本
文
略
）
ー
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
喜
三
年
口
廿
八
日
専
当
出
雲
豫
菅
原
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
「
」
介
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
総
介
紀
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
検
校
出
羽
介
紀
（
花
押
）
一34一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
老
田
堵
　
備
後
操
紀
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
介
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
介
紀
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
雲
介
紀
（
花
押
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
野
介
紀
（
花
押
）
と
あ
り
後
河
荘
の
田
堵
が
諸
国
の
介
や
豫
と
し
て
署
判
し
て
い
る
事
実
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
な
ど
は
国
司
の
地
位
が
買
官
等
に
よ
っ
て
利
権
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
来
、
任
用
の
そ
れ
は
守
と
同
様
、
県
召
除
目
に
よ
っ
て
任
ぜ
ら
れ
、
任
期
も
国
守
に
准
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
右
に
見
る
如
憲
在
地
の
有
力
上
豪
の
呼
称
と
し
て
利
権
化
し
た
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
雑
任
国
司
の
在
庁
化
と
言
わ
れ
る
現
象
も
、
十
世
紀
以
来
の
受
領
に
よ
る
国
衙
権
力
の
掌
握
と
そ
れ
に
伴
う
任
用
の
国
務
疎
外
と
い
う
動
向
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
四
等
官
制
の
形
骸
化
の
事
情
に
帰
因
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
趨
勢
の
行
き
つ
く
と
こ
ろ
買
官
等
に
よ
る
場
合
も
当
然
あ
り
得
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
「
在
国
司
」
成
立
の
先
躍
を
こ
の
雑
任
の
在
庁
化
に
の
み
求
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
「
在
国
司
」
が
如
何
な
る
国
司
制
度
上
の
矛
盾
の
帰
結
と
し
て
出
現
し
た
の
か
を
問
お
う
と
す
る
時
、
重
要
な
こ
と
は
た
と
え
買
官
等
に
よ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
国
司
の
呼
称
を
具
有
す
る
存
在
を
指
摘
し
得
る
状
況
こ
そ
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
雑
任
国
司
の
在
庁
化
と
い
う
事
実
を
よ
り
仔
細
に
み
る
と
結
果
に
お
い
て
判
別
し
難
き
も
の
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
従
来
の
任
用
（
雑
任
）
国
司
が
在
庁
官
人
に
列
し
受
領
国
司
に
駆
使
さ
れ
る
過
程
を
指
す
場
合
と
、
逆
に
郡
司
や
在
庁
官
人
の
中
か
ら
国
司
の
肩
書
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
と
大
略
二
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
稿
で
は
「
在
国
司
」
の
成
立
を
検
討
す
る
に
際
し
、
殊
に
後
者
の
存
在
を
以
っ
て
そ
の
淵
源
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
受
領
の
地
位
が
国
衙
内
部
で
決
定
的
に
な
一35一
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っ
た
十
一
世
紀
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
任
国
支
配
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
は
旧
来
の
任
用
が
保
持
し
て
い
た
職
責
を
遙
任
の
彼
等
に
代
る
も
の
と
し
て
在
庁
官
人
等
を
私
的
に
登
用
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
当
然
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
次
に
示
す
㈹
⑧
の
史
料
に
注
目
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
（
A
）
　
大
治
二
年
（
一
＝
一
七
）
、
紀
伊
国
在
庁
官
人
等
解
　
　
　
　
　
　
，
（
前
略
）
在
庁
官
人
・
郡
司
等
、
宜
承
知
、
依
件
行
之
者
、
任
御
庁
宣
、
所
立
券
進
如
件
、
以
解
　
　
　
　
　
　
　
大
治
二
年
八
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
宅
院
郡
司
介
紀
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
許
院
司
散
位
秦
宿
禰
　
在
判
在
庁
三
上
野
院
司
散
位
秦
宿
禰
　
在
判
惣
大
判
官
代
秦
　
在
判
惣
大
判
官
代
忌
部
　
在
判
散
位
紀
朝
臣
　
在
判
散
位
藤
原
朝
臣
　
在
判
散
位
中
原
朝
臣
　
在
判
散
位
秦
宿
禰
　
在
判
散
位
秦
宿
禰
在
判
散
位
紀
朝
臣
　
在
判
一36一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
（
B
）
康
治
二
年
（
一
…
…
（
前
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
一
四
三
）
、
尾
張
国
安
食
荘
立
券
文
件
御
庄
四
至
内
田
畠
荒
野
等
券
文
、
官
人
前
大
縁
藤
井
　
在
判
介
　
榎
井
　
在
判
介
　
忌
部
　
在
判
介
　
藤
原
　
在
判
散
位
紀
朝
臣
　
在
判
在
地
郡
司
公
文
検
注
使
等
署
名
顕
然
也
、
傍
在
庁
官
人
加
署
判
之
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
判
官
代
大
法
師
師
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
大
中
臣
朝
臣
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
源
朝
臣
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
源
朝
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
大
判
官
代
散
位
源
朝
臣
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
権
守
源
朝
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
平
朝
臣
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
　
位
源
朝
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
　
位
尾
張
宿
禰
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
官
人
大
目
藤
原
一37一
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豫
散
位
藤
原
朝
臣
　
在
判
権
介
散
位
清
原
朝
臣
介
散
位
尾
張
宿
禰
　
在
判
・
の
二
つ
の
史
料
に
関
し
て
は
義
江
彰
黍
既
に
在
庁
官
人
制
と
の
関
連
で
論
及
さ
れ
て
％
群
・
氏
は
そ
こ
で
同
更
料
に
在
庁
と
官
人
が
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
て
在
庁
と
官
人
と
は
元
来
お
の
お
の
別
個
の
存
在
か
ら
成
り
立
つ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
の
立
場
か
ら
注
目
し
た
い
の
は
㈹
・
⑧
両
史
料
に
官
人
と
し
て
署
判
し
て
い
る
国
司
の
肩
書
を
有
し
た
彼
等
の
存
在
で
あ
る
。
在
庁
官
人
で
あ
り
な
が
ら
一
方
で
は
別
の
秩
序
の
下
に
編
成
さ
れ
、
惣
判
官
代
、
判
官
代
を
統
轄
し
て
い
る
事
実
な
ど
か
ら
し
て
、
彼
等
こ
そ
が
実
に
「
在
国
司
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
次
に
問
題
と
な
る
の
は
「
在
国
司
」
と
在
庁
官
人
と
の
関
係
如
何
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
在
庁
官
人
制
の
成
立
と
の
関
連
か
ら
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
口
　
在
庁
官
人
制
の
成
立
と
「
在
国
司
」
新
司
宣
　
加
賀
国
在
庁
官
人
雑
任
等
　
仰
下
三
箇
条
事
、
可
早
進
上
神
宝
勘
文
事
　
右
件
神
宝
、
或
於
京
儲
之
、
或
於
国
調
之
者
、
一、
ﾂ
催
行
農
業
事
且
進
上
勘
文
、
且
可
致
其
勤
、
又
恒
例
神
事
、
樋
守
式
日
、
殊
可
勤
行
　
一38一
阜
　
、
右
国
之
興
復
、
在
勧
農
、
農
業
之
要
務
、
在
修
池
溝
、
宜
下
知
諸
郡
、
早
令
催
勤
　
下
向
事
右
大
略
某
月
比
也
、
於
一
定
者
、
追
可
仰
下
之
、
以
前
条
事
、
所
宣
如
件
、
宜
承
知
依
件
行
之
、
　
　
延
喜
十
年
　
　
月
　
　
日
以
宣
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
「
朝
野
群
載
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
右
の
史
料
は
、
庁
宣
お
よ
び
在
庁
官
人
の
初
見
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
だ
し
庁
宣
に
つ
い
て
言
え
ば
そ
れ
が
十
一
世
紀
以
降
、
　
一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
右
史
料
の
「
新
司
宣
」
な
る
文
言
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
純
然
た
る
庁
宣
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
庁
宣
に
関
す
る
問
題
は
別
と
し
て
も
、
私
は
「
新
司
宣
」
の
雛
形
に
示
さ
れ
て
い
る
「
在
庁
官
人
」
の
語
を
以
っ
て
、
こ
の
十
世
紀
初
頭
の
段
階
に
在
庁
官
人
制
の
成
立
を
論
ず
る
こ
と
に
は
以
下
の
点
で
少
し
く
検
討
の
余
地
が
あ
り
は
し
ま
い
か
思
う
。
　
ω
　
こ
の
史
料
の
実
年
代
、
す
な
わ
ち
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
と
い
う
年
代
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
が
編
纂
物
で
あ
り
、
た
め
に
　
　
国
司
の
名
も
自
署
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
多
少
の
吟
味
を
要
す
る
こ
と
。
　
②
　
更
に
在
庁
な
ら
び
に
在
庁
官
人
な
る
熟
語
が
史
料
上
に
見
え
は
じ
め
る
の
は
、
こ
の
「
朝
野
群
載
」
所
収
の
も
の
を
別
と
す
れ
　
　
ば
そ
の
最
も
早
い
例
で
さ
え
後
述
の
如
く
十
一
世
紀
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
加
賀
国
新
司
宣
」
と
の
間
に
約
一
世
紀
も
の
隔
り
　
　
が
あ
る
こ
と
。
　
そ
こ
で
以
上
の
二
点
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
す
る
に
ま
ず
考
察
の
便
宜
上
か
ら
第
二
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
管
見
の
限
り
で
は
慣
用
句
と
し
て
の
在
庁
官
人
の
史
料
上
の
初
見
は
「
平
安
遺
文
」
に
限
定
し
て
も
、
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
、
和
泉
国
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
に
下
き
れ
た
太
政
官
符
案
に
引
用
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
ま
た
史
料
中
に
在
庁
官
人
と
し
て
署
判
し
て
い
る
早
い
一39一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
例
と
し
て
は
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
の
河
内
国
の
龍
泉
寺
氏
人
等
解
案
で
あ
り
、
そ
こ
に
　
　
　
　
i
各
i
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
力
脱
）
　
件
氏
人
等
之
訴
申
所
々
領
地
、
自
往
古
今
寺
領
由
其
有
聞
、
傍
在
庁
官
人
等
加
燈
判
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
判
官
代
河
内
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
介
菅
野
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
源
朝
臣
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
源
朝
臣
　
在
判
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
在
庁
官
人
そ
の
も
の
が
明
確
な
形
で
史
料
上
に
登
場
す
る
の
が
十
一
世
紀
以
降
で
あ
っ
た
点
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
こ
と
を
以
っ
て
在
庁
官
人
な
る
も
の
が
そ
れ
以
前
の
段
階
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
い
い
難
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
概
念
が
定
着
す
る
の
は
十
世
紀
に
お
け
る
史
料
上
の
制
約
を
相
殺
す
る
に
せ
よ
一
応
は
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
考
え
て
お
き
た
い
。
と
は
い
っ
て
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
十
世
紀
の
段
階
に
お
い
て
も
、
十
一
世
紀
以
降
在
庁
官
人
と
目
さ
れ
る
判
官
代
あ
る
い
は
惣
判
官
代
な
ど
の
肩
書
を
有
す
る
国
衙
雑
色
人
等
の
存
在
が
国
衙
機
構
内
で
現
実
の
地
方
行
政
を
運
営
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
し
て
い
た
こ
と
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
「
本
朝
世
紀
」
の
天
慶
四
年
（
九
四
一
）
十
一
月
十
日
条
に
は
、
「
揮
信
濃
御
馬
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
廿
疋
、
使
左
馬
少
属
佐
々
貴
晴
樹
牽
進
御
馬
茄
疋
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
馬
元
国
解
文
、
以
彼
国
判
官
代
川
原
如
松
解
文
進
之
、
使
晴
樹
申
云
、
依
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
治
十
疋
、
国
不
放
解
文
、
召
率
知
彼
国
事
之
雑
色
人
件
如
松
参
上
、
働
以
件
如
松
進
解
文
所
奉
也
、
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
信
濃
国
で
は
御
馬
使
と
し
て
「
知
彼
国
事
」
存
在
で
あ
っ
た
判
官
代
（
国
衙
雑
色
人
）
川
原
如
松
が
解
文
を
奉
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
よ
る
限
り
判
官
代
如
松
は
国
衙
の
雑
色
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
踏
え
る
な
ら
ば
、
十
一
世
紀
以
降
の
在
庁
官
人
と
し
て
の
判
官
代
の
存
在
を
以
っ
て
そ
れ
以
前
の
も
の
ま
で
在
庁
官
人
と
し
て
の
範
疇
に
適
用
し
そ
こ
に
在
庁
官
人
制
な
一40一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
る
概
念
を
想
定
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ず
疑
問
が
残
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
在
庁
官
人
制
と
呼
び
う
る
地
方
行
政
の
在
り
方
を
如
何
に
規
定
す
る
の
か
と
い
う
点
と
無
関
係
で
は
な
い
。
紙
数
の
都
合
上
、
在
庁
官
人
制
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
十
一
世
紀
以
前
の
段
階
で
は
地
方
行
政
に
お
け
る
運
営
の
主
体
は
受
領
国
司
の
任
国
へ
の
赴
任
下
向
と
い
う
中
央
の
政
策
に
よ
り
、
そ
の
主
導
権
は
国
司
の
手
中
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
任
用
国
司
の
地
位
の
低
下
は
九
世
紀
以
来
漸
次
進
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
十
世
紀
段
階
で
の
彼
等
の
存
在
は
十
一
世
紀
の
そ
れ
と
は
い
さ
さ
か
異
っ
た
様
相
を
呈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
十
世
紀
に
お
け
る
国
符
な
ど
の
下
達
文
書
に
は
任
用
の
署
判
を
欠
く
も
の
が
あ
る
と
は
い
え
、
依
然
彼
等
が
位
署
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
永
詐
二
年
（
九
九
〇
）
十
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）
二
月
九
日
の
大
和
国
符
案
に
署
判
し
て
い
る
大
豫
五
百
井
は
国
使
と
し
て
菟
足
社
領
田
の
領
有
を
め
ぐ
る
東
大
寺
・
興
福
寺
両
者
の
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）
論
に
郡
司
と
と
も
に
そ
の
理
非
の
弁
定
を
執
行
し
て
い
た
事
実
な
ど
か
ら
も
、
彼
等
任
用
が
依
然
と
し
て
検
田
・
収
納
な
ど
の
業
務
に
も
関
与
し
て
い
た
点
を
看
取
し
得
る
。
尾
張
国
解
文
（
＋
六
条
）
に
お
い
て
守
元
命
の
行
為
が
非
法
と
糺
弾
さ
れ
る
所
以
も
任
用
が
果
す
べ
き
検
田
・
収
納
な
ど
の
国
務
を
元
命
直
属
の
使
人
に
よ
っ
て
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
十
世
紀
に
在
庁
官
人
の
用
語
が
成
熟
し
た
形
で
史
料
上
に
見
ら
れ
な
い
の
も
、
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
私
は
在
庁
官
人
制
と
は
十
一
世
紀
以
降
の
庁
宣
な
ど
の
成
立
に
依
る
文
書
行
政
上
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
留
守
所
制
の
展
開
等
に
照
応
し
て
、
彼
等
在
庁
官
人
層
が
国
衙
行
政
の
実
質
的
な
担
い
手
と
し
て
登
場
し
た
段
階
を
以
っ
て
の
概
念
と
考
え
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
以
上
の
こ
と
に
基
づ
き
、
②
の
点
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
以
下
に
久
寿
三
年
（
一
一
五
六
）
伊
予
国
新
司
宣
を
挙
げ
て
お
く
。
　
　
（
裏
書
）
　
新
司
宣
噂
　
伊
予
国
在
庁
官
人
等
　
　
仰
下
　
　
三
箇
条
一41一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
一、
ﾂ
勤
行
恒
例
神
事
事
　
　
在
治
国
之
務
為
先
神
事
、
伽
守
恒
例
之
式
目
、
可
致
如
在
之
礼
尊
　
一、
ﾂ
進
上
神
宝
勘
文
事
　
　
右
首
途
在
近
、
期
日
以
前
可
進
上
件
勘
文
之
一、
ﾂ
修
築
池
溝
堰
堤
事
　
　
右
吏
務
中
為
宗
農
桑
、
田
畝
之
要
莫
過
池
溝
、
伽
下
知
部
内
、
早
可
修
築
　
以
前
三
ケ
条
所
宣
如
件
、
宜
承
知
一
一
勤
行
、
以
宣
　
　
　
久
寿
三
年
三
月
十
三
日
　
　
春
宮
亮
兼
大
介
藤
原
朝
臣
　
こ
れ
は
「
兵
範
記
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
伊
予
国
の
「
新
司
宣
」
で
あ
る
が
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
延
喜
十
年
の
加
賀
国
の
も
の
と
形
式
上
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
賀
国
の
「
新
司
宣
」
と
比
較
し
て
、
発
給
の
月
日
お
よ
び
差
出
老
の
有
無
な
ど
．
の
点
か
ら
、
こ
の
伊
予
国
の
も
の
は
対
照
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
延
喜
十
年
と
加
賀
国
新
司
宣
に
見
え
る
年
号
も
「
朝
野
郡
載
」
編
纂
の
過
程
で
誤
写
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
新
司
宣
な
る
も
の
が
新
任
国
司
の
宣
旨
と
し
て
の
籍
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
庁
宣
た
る
国
司
庁
の
宣
旨
と
類
似
し
て
い
た
輪
ボ
疑
い
な
い
に
し
て
戦
袈
国
の
そ
れ
に
は
宛
所
と
し
て
「
在
庁
官
人
雑
任
等
」
と
あ
り
、
こ
の
文
言
を
十
世
紀
初
頭
の
も
の
と
考
え
る
に
は
疑
義
の
余
地
も
あ
る
。
明
確
な
徴
証
が
な
い
以
上
か
よ
う
な
推
測
は
も
は
や
差
し
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
在
庁
官
人
な
る
語
を
問
題
に
す
る
場
合
、
大
略
右
の
如
き
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一42一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
と
す
れ
ば
在
庁
官
人
制
の
成
立
に
伴
う
十
一
世
紀
以
降
の
国
衙
行
政
の
在
り
方
が
そ
れ
以
前
の
段
階
、
殊
に
十
世
紀
の
場
合
と
の
比
較
に
お
い
て
如
何
な
る
質
的
な
差
異
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
十
世
紀
初
頭
の
延
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
国
政
改
革
と
の
関
連
で
在
庁
官
人
制
の
成
立
を
指
摘
さ
れ
た
高
田
実
氏
の
所
論
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
み
よ
う
。
氏
の
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
論
は
在
庁
官
人
に
つ
い
て
の
先
駆
的
労
作
で
あ
る
竹
内
理
三
氏
の
「
在
庁
官
人
の
武
士
化
」
を
踏
え
な
が
ら
、
在
庁
官
人
制
な
る
も
の
が
不
在
国
司
制
下
に
お
け
る
国
衙
領
全
体
の
ど
の
よ
う
な
内
部
矛
盾
の
帰
結
と
し
て
い
つ
成
立
す
る
か
と
い
う
視
角
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
結
論
的
に
は
「
十
世
紀
初
頭
の
延
喜
の
政
治
と
い
わ
れ
る
も
の
は
地
方
行
政
の
面
で
の
実
質
的
変
革
を
具
体
的
に
示
し
・
国
衙
支
配
組
織
と
し
て
の
在
庁
官
人
制
を
創
出
艶
」
と
理
蟹
れ
・
そ
の
具
体
的
事
例
を
④
延
喜
＋
葦
九
早
百
の
東
寺
伝
法
供
融
⑬
同
年
＋
月
二
＋
二
日
の
丹
波
国
牒
窒
つ
の
渠
史
料
に
求
め
ら
れ
て
以
下
の
如
く
指
摘
さ
れ
・
．
す
な
わ
ち
④
史
料
は
東
寺
側
が
丹
波
国
多
紀
郡
衙
に
治
田
一
町
六
反
七
十
二
歩
を
荘
田
と
し
て
承
認
す
る
よ
う
申
請
し
た
も
の
で
あ
り
、
郡
司
等
は
こ
れ
を
受
け
て
そ
れ
に
郡
判
に
よ
る
法
的
確
認
を
与
え
た
も
の
。
そ
し
て
⑬
で
は
④
に
お
け
る
東
寺
側
の
治
田
に
与
え
ら
れ
た
郡
の
認
可
を
反
古
と
し
て
、
そ
の
上
で
在
庁
の
「
見
営
使
所
」
に
独
自
に
調
査
さ
せ
、
そ
の
勘
申
に
基
づ
い
て
国
衙
が
治
田
を
認
め
た
も
の
、
と
さ
れ
る
。
か
か
る
理
解
に
示
さ
れ
た
高
田
氏
の
所
論
の
眼
目
は
、
在
来
の
郡
司
の
機
能
を
国
衙
機
構
に
よ
る
抱
摂
過
程
の
中
で
位
置
づ
け
、
そ
の
契
機
を
「
見
営
使
所
」
な
ど
の
在
庁
所
を
構
成
す
る
在
庁
官
人
に
求
め
よ
う
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
　
し
か
し
⑮
史
料
に
見
え
る
「
見
営
使
所
」
な
る
文
言
を
以
っ
て
、
こ
れ
を
国
衙
在
庁
所
の
一
つ
と
考
え
、
郡
判
の
否
定
を
説
く
こ
と
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
い
ま
、
問
題
の
⑬
史
料
を
引
用
す
る
と
　
丹
波
国
牒
、
東
寺
伝
法
供
家
　
　
多
紀
郡
大
山
庄
田
之
状
　
合
一
町
六
段
七
十
二
歩
一43一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
一
条
三
大
山
里
南
行
一
大
山
田
東
圭
七
段
二
大
山
田
東
圭
八
段
、
十
六
池
後
田
一
段
七
十
二
歩
牒
、
依
衙
去
九
月
十
一
日
牒
状
、
令
下
却
在
地
郡
検
見
営
使
所
、
即
勘
申
状
云
、
彼
庄
地
之
内
、
図
張
注
公
田
七
坪
三
百
八
段
、
九
坪
四
段
七
十
二
歩
之
外
依
員
注
寺
田
已
了
、
無
有
他
妨
者
、
然
則
来
牒
所
載
件
坪
ヒ
、
尤
寺
田
也
、
乞
也
察
之
、
以
牒
、
　
　
延
喜
十
五
年
十
月
廿
二
日
、
　
（
署
名
略
）
十
　
問
題
と
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
傍
線
を
付
し
た
「
令
下
却
在
地
郡
検
見
営
使
所
即
勘
申
状
云
」
の
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
高
田
氏
は
「
在
地
の
郡
に
下
却
し
、
見
営
使
所
を
し
て
検
ぜ
し
む
る
に
即
ち
勘
申
状
に
云
く
」
と
あ
く
ま
で
見
営
使
所
の
個
所
を
国
衙
内
の
「
所
」
と
し
て
考
え
て
わ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
国
衙
在
庁
機
構
と
し
て
の
「
所
」
の
成
立
が
一
般
的
に
十
世
紀
末
以
降
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
「
在
地
の
郡
に
下
却
し
、
見
営
使
を
し
て
検
ぜ
し
む
所
、
即
勘
甲
状
云
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
因
に
寛
営
使
L
と
い
う
用
語
は
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
九
月
二
日
因
幡
国
東
大
寺
領
高
庭
荘
坪
伽
拶
も
君
件
寺
田
・
依
見
営
使
符
旨
、
勘
注
所
進
如
件
」
と
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
⑬
史
料
の
問
題
個
所
を
こ
と
き
ら
「
見
営
使
所
」
と
し
て
読
む
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
よ
い
と
し
て
も
問
題
は
こ
の
「
見
営
使
」
の
実
体
を
如
何
に
考
え
る
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
当
該
期
の
国
衙
権
力
機
構
の
認
識
に
も
自
ず
と
差
異
が
生
ず
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
十
世
紀
段
階
の
検
田
使
、
収
納
使
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
国
衙
使
の
在
り
方
は
そ
れ
以
降
の
在
庁
官
人
制
の
成
立
に
代
表
さ
れ
る
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
世
紀
の
場
合
と
比
べ
て
そ
の
国
衙
使
に
任
ぜ
ら
れ
る
主
体
に
も
少
な
か
ら
ず
違
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
具
体
的
な
分
析
は
他
日
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
結
論
を
言
え
ば
十
世
紀
の
そ
れ
に
は
多
く
任
用
国
司
な
ど
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
と
い
一44一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
う
点
舞
る
・
前
節
で
ふ
れ
て
お
い
た
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
三
月
の
菟
足
社
領
田
を
め
ぐ
る
相
論
に
大
豫
吾
井
が
国
使
と
し
て
郡
司
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
妻
塾
も
・
こ
れ
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
よ
う
・
も
・
と
も
・
高
田
氏
も
・
の
「
見
営
使
」
な
ど
の
使
が
、
十
世
紀
国
司
権
力
に
よ
っ
て
国
司
派
遣
の
官
人
を
現
地
官
僚
層
と
し
て
上
か
ら
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
私
見
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
存
在
を
以
っ
て
、
そ
こ
に
在
庁
官
人
制
な
る
概
念
を
設
定
し
う
る
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
　
在
庁
官
人
制
の
成
立
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
考
え
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
諸
国
に
お
い
て
「
在
国
司
」
な
る
概
念
が
必
要
と
な
る
歴
史
的
条
件
こ
そ
、
国
司
の
任
国
不
在
化
傾
向
の
拡
大
、
お
よ
び
こ
れ
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
在
庁
官
人
制
の
成
立
と
留
守
所
の
充
実
な
ど
の
国
衙
機
構
内
部
の
変
化
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
在
国
司
」
の
出
現
が
十
一
世
紀
以
後
史
料
上
に
登
場
す
る
と
い
う
事
実
も
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の
諸
点
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
理
解
し
得
え
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
方
行
政
の
実
際
の
担
い
手
が
次
第
に
個
々
の
国
々
に
お
け
る
在
地
土
豪
の
手
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
在
庁
官
人
制
の
成
立
を
前
提
と
し
て
国
司
受
領
は
彼
等
の
上
層
部
に
国
司
の
肩
書
を
付
与
し
、
そ
こ
に
国
司
不
在
制
化
の
国
衙
権
力
機
構
の
実
権
を
「
在
国
司
」
層
の
手
に
委
任
し
な
が
ら
、
そ
の
任
国
支
配
の
貫
徹
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
任
用
国
司
の
遙
任
化
が
進
ん
だ
段
階
で
、
従
来
の
任
用
国
司
に
代
る
機
能
を
有
力
在
庁
官
人
に
代
行
せ
た
こ
と
の
反
映
で
も
あ
り
、
「
在
国
司
」
登
場
の
意
味
も
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
4
1
）
ら
れ
る
。
前
節
で
見
た
⑧
史
料
、
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
の
尾
張
国
安
食
荘
立
券
文
に
署
判
す
る
大
判
官
代
大
法
師
以
下
介
散
位
尾
張
宿
禰
に
至
る
十
数
名
は
在
庁
官
人
と
し
て
一
括
し
て
名
を
連
ね
な
が
ら
も
、
官
人
（
朴
在
国
司
）
と
し
て
介
な
い
し
権
介
な
ど
の
国
司
の
呼
称
を
有
す
る
彼
等
の
存
在
は
別
の
秩
序
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
最
上
位
者
で
あ
る
介
散
位
尾
張
宿
禰
は
そ
の
氏
姓
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
当
国
尾
張
に
お
け
る
在
地
土
豪
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
彼
等
在
国
司
層
を
一
般
在
庁
層
と
は
異
な
る
国
司
直
属
の
官
人
と
し
て
把
握
し
、
彼
等
を
国
司
権
力
に
よ
っ
て
抱
摂
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一45一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
の
讃
岐
国
曼
茶
羅
寺
僧
善
芳
申
文
案
の
裏
判
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫
　
凡
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
老
凡
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
代
　
散
位
安
宿
禰
　
在
判
と
み
え
る
縁
、
府
老
な
ど
の
肩
書
を
持
つ
凡
氏
の
例
も
「
在
国
司
」
と
同
様
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
又
、
延
久
三
年
八
月
十
一
日
美
濃
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
（
件
脱
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
国
司
解
案
に
は
「
抑
御
庄
内
於
大
井
庄
者
、
在
国
司
錐
有
訴
申
事
、
任
官
符
旨
、
不
論
是
非
奉
免
除
了
者
、
為
後
日
之
訴
、
録
事
状
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侶
〉
謹
解
」
（
傍
点
は
筆
者
）
と
史
料
中
に
「
在
国
司
」
と
い
う
名
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
指
摘
し
た
伊
賀
国
の
例
と
と
も
に
十
一
世
紀
の
史
料
上
の
文
言
か
ら
「
在
国
司
」
の
存
在
を
確
め
得
る
極
め
て
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
東
大
寺
領
大
井
・
厚
見
両
荘
に
お
け
る
寺
側
の
免
除
申
請
に
対
す
る
官
裁
を
請
け
て
、
美
濃
国
司
が
「
任
官
符
旨
、
不
論
是
非
奉
免
除
」
す
る
旨
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
に
見
る
「
在
国
司
」
が
単
な
る
任
国
あ
る
い
は
在
国
の
国
司
と
は
別
の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
国
司
解
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
の
最
後
に
受
領
・
任
用
と
も
ど
も
署
判
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
在
国
司
」
と
は
在
庁
官
人
と
し
て
現
実
に
美
濃
国
国
衙
行
政
を
運
営
し
て
い
た
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
　
そ
れ
で
は
、
中
世
初
期
の
国
衙
機
構
に
お
い
て
、
か
か
る
「
在
国
司
」
は
如
何
な
る
歴
史
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
次
節
で
検
討
し
て
み
た
い
。
日
　
　
「
在
国
司
」
1
そ
の
歴
史
的
位
置
「
在
国
司
」
出
現
の
契
機
は
こ
れ
ま
で
の
行
論
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
受
領
国
司
の
権
限
強
化
と
そ
れ
に
伴
う
任
用
国
司
の
国
一46一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
衙
行
政
に
占
め
る
役
割
の
低
下
に
よ
っ
て
、
本
来
任
用
が
執
行
す
べ
き
具
体
的
な
任
国
の
諸
行
政
を
十
一
世
紀
以
降
諸
国
に
登
場
す
る
在
庁
官
人
た
ち
の
有
力
者
を
国
守
（
受
領
）
が
私
的
に
登
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
国
司
制
の
変
遷
に
伴
う
任
用
国
司
の
形
骸
化
お
よ
び
在
庁
官
人
制
の
成
立
と
は
こ
の
「
在
国
司
」
成
立
の
基
本
的
な
条
件
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
得
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
背
景
に
は
郡
司
や
刀
禰
の
在
地
化
の
表
現
で
あ
る
「
在
地
郡
司
」
や
「
在
地
刀
禰
」
な
る
名
称
が
一
般
化
し
て
い
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）
事
情
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
て
「
在
国
司
」
が
生
ま
れ
る
経
緯
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
や
が
て
こ
れ
が
国
衙
在
庁
職
と
し
て
固
定
し
有
力
在
庁
官
人
に
世
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
庁
宣
　
　
留
守
所
　
　
　
可
補
任
在
国
司
職
事
　
　
　
　
権
介
散
位
日
下
部
盛
平
　
　
右
人
　
補
任
在
国
司
職
之
状
　
所
宣
如
件
　
　
留
守
所
宜
承
知
、
依
件
行
之
、
以
宣
　
　
　
　
　
　
　
　
久
安
五
年
七
月
　
　
日
　
　
　
大
介
藤
原
朝
臣
　
在
判
右
の
日
向
国
の
国
司
庁
麹
に
は
「
在
国
司
職
」
補
任
の
例
が
曼
て
い
る
が
、
・
れ
な
ど
は
「
在
国
司
」
が
職
と
し
て
固
定
し
補
任
・
相
伝
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
ろ
う
。
　
因
に
「
吾
妻
鏡
」
に
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
月
二
十
三
日
富
士
川
合
戦
の
帰
途
、
相
模
国
府
に
お
い
て
三
浦
義
澄
が
頼
朝
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）
ら
三
浦
介
に
任
命
さ
れ
た
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
浦
介
が
「
在
国
司
」
で
あ
ろ
う
こ
と
は
か
つ
て
高
柳
光
寿
氏
の
指
摘
さ
一47一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
　
（
4
9
）
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
最
近
大
山
喬
平
氏
も
こ
の
高
柳
氏
の
指
摘
を
継
け
て
千
葉
介
常
胤
・
上
総
介
広
常
な
ど
、
頼
朝
の
挙
兵
に
助
力
し
た
東
国
の
豪
族
的
武
士
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
「
在
国
司
」
と
し
て
以
前
か
ら
国
衙
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
と
き
　
　
（
5
0
）
れ
て
い
る
。
こ
の
両
氏
の
指
摘
は
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
機
構
と
の
関
連
を
追
究
す
る
上
で
「
在
国
司
」
の
存
在
が
無
視
で
き
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
俊
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
も
改
め
て
問
い
直
す
作
業
も
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
と
こ
ろ
で
別
稿
に
も
記
し
た
如
く
か
か
る
「
在
国
司
」
の
属
性
と
し
て
平
安
末
期
に
顕
在
化
す
る
諸
国
一
宮
と
の
関
連
も
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
彼
等
「
在
国
司
」
の
中
に
は
、
国
司
の
如
き
実
権
を
有
す
る
存
在
と
し
て
の
側
面
と
同
時
に
一
宮
神
事
に
も
何
ら
か
の
形
で
関
与
す
べ
き
讐
を
有
す
る
場
合
も
あ
・
た
。
饗
ば
大
治
六
年
（
≡
三
）
の
藤
国
在
国
司
大
前
道
助
嚢
は
同
国
新
田
八
幡
宮
の
造
営
を
命
じ
た
庁
宣
に
対
す
る
請
文
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
造
営
は
「
在
国
司
」
と
し
て
の
肩
書
に
基
づ
い
て
国
司
よ
り
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
・
た
。
又
や
や
時
代
は
下
る
が
建
久
六
年
（
＝
九
五
）
吾
の
将
軍
家
政
所
下
編
野
に
は
「
豊
後
国
役
假
宮
勤
事
、
為
遠
景
在
国
司
之
身
、
彼
造
営
之
間
」
と
あ
り
、
天
野
遠
景
が
「
在
国
司
」
で
あ
り
な
が
ら
豊
後
国
役
で
あ
る
宇
佐
宮
の
仮
殿
造
営
を
勤
仕
し
な
か
・
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
と
は
奮
豊
彦
氏
も
指
摘
さ
れ
る
熱
に
こ
の
造
営
の
仕
事
を
「
守
護
人
」
で
は
な
く
「
在
国
司
」
の
職
掌
と
し
て
区
別
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
事
は
千
葉
氏
の
場
合
に
も
適
用
し
得
る
。
下
総
国
に
お
け
る
守
護
千
葉
時
胤
が
一
方
で
「
在
国
司
」
と
し
て
香
取
神
宮
造
営
に
当
・
て
影
事
実
は
お
そ
ら
く
守
護
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
「
在
国
司
」
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
胤
の
曽
祖
父
は
か
の
常
胤
で
あ
る
が
、
彼
は
周
知
の
如
く
伊
勢
神
宮
領
の
下
総
国
相
馬
御
厨
の
寄
進
者
で
あ
り
、
か
つ
相
馬
郡
司
で
も
あ
っ
た
。
父
の
常
重
が
保
延
二
年
（
一
二
二
六
）
国
司
藤
原
親
通
在
任
暁
「
号
有
公
田
官
物
末
進
（
露
）
羅
蜜
身
」
ら
れ
、
醇
・
の
郡
務
が
停
止
さ
福
．
る
と
い
う
危
健
直
面
し
た
璽
そ
の
跡
を
継
い
だ
常
胤
は
官
物
末
進
分
を
進
済
し
再
び
郡
司
職
に
安
堵
き
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
司
権
力
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
こ
の
時
期
で
さ
え
公
権
の
前
に
属
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
在
地
領
主
の
姿
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
常
胤
が
有
し
一48一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
て
い
た
肩
書
が
「
権
介
」
た
る
「
在
国
司
（
職
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
想
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）
き
れ
る
の
は
「
古
事
談
」
「
十
訓
抄
」
に
見
え
る
藤
原
基
衡
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
「
十
訓
抄
」
に
は
基
衡
を
「
在
国
司
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
「
押
領
一
国
、
如
無
国
威
」
ほ
ど
の
権
勢
を
有
し
た
基
衡
は
国
守
の
公
田
検
注
に
際
し
、
そ
れ
が
先
例
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
彼
を
主
君
と
仰
ぐ
郡
地
頭
大
庄
司
季
春
な
る
者
に
国
司
方
と
の
合
戦
を
仕
掛
け
さ
せ
た
。
し
か
し
結
局
は
基
衡
も
公
権
の
前
に
屈
し
直
接
の
主
謀
者
た
る
季
春
の
首
を
刎
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
し
る
き
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
基
衡
の
行
動
も
「
在
国
司
」
と
し
て
の
彼
の
地
位
に
由
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
こ
の
説
話
で
興
味
を
ひ
く
の
は
国
司
側
に
合
戦
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
挑
ん
だ
季
春
な
る
人
物
が
在
国
司
基
衡
の
こ
と
を
「
主
君
」
と
呼
ん
で
い
た
点
で
あ
る
。
説
話
と
し
て
の
性
格
上
、
確
か
な
こ
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
両
者
の
間
に
は
主
従
制
的
関
係
に
類
し
た
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
基
衡
－
季
春
の
こ
の
関
係
は
如
何
な
る
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
あ
る
程
度
の
推
測
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
「
在
国
司
」
ー
「
郡
地
頭
」
と
い
う
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
「
郡
地
頭
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
か
つ
て
常
陸
国
南
郡
惣
地
頭
の
性
格
を
考
察
さ
れ
た
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
田
元
久
氏
は
、
「
郡
内
の
荘
郷
地
頭
と
は
別
に
、
郡
全
体
に
対
し
、
何
ら
か
の
知
行
権
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
惣
地
頭
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
惣
地
頭
」
の
歴
史
的
前
提
が
「
惣
郡
司
」
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
鈴
木
国
弘
氏
の
所
論
も
考
え
合
せ
る
な
ら
ば
、
季
春
の
有
す
る
「
郡
地
頭
」
も
「
惣
郡
司
」
と
同
様
の
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
「
十
訓
抄
」
に
は
こ
の
季
春
の
こ
と
を
「
郡
司
」
と
も
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
右
の
推
定
を
助
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
在
地
郡
司
」
－
「
在
地
刀
禰
」
に
代
表
さ
れ
る
相
互
の
「
住
人
」
世
界
を
基
調
と
す
る
横
の
関
係
を
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
存
在
を
上
か
ら
統
轄
す
る
も
の
が
「
惣
郡
司
」
1
「
惣
力
禰
」
で
あ
り
、
そ
の
頂
点
に
「
在
国
司
」
を
位
置
づ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
る
こ
と
に
よ
っ
て
該
時
期
の
国
衙
権
力
の
構
造
を
大
雑
把
に
見
通
し
た
別
稿
の
論
文
と
も
関
係
す
る
。
さ
れ
ば
叙
上
の
如
き
基
衛
、
季
一49一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
春
の
主
従
的
関
係
も
実
に
「
在
国
司
」
1
「
惣
郡
司
」
（
普
郡
地
頭
）
と
い
う
関
係
を
基
礎
と
し
て
譲
成
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
「
在
国
司
」
を
媒
介
と
し
た
「
惣
郡
司
」
と
の
関
係
を
明
確
に
知
り
得
る
例
は
極
め
て
少
な
い
が
前
節
で
「
在
国
司
」
と
し
て
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
し
た
康
平
五
年
の
讃
岐
国
曼
茶
羅
寺
僧
善
芳
解
文
の
裏
判
に
見
え
る
凡
氏
は
康
平
六
年
の
留
守
所
下
文
案
に
も
名
を
連
ら
れ
て
お
り
、
「
在
国
司
」
ー
「
惣
郡
司
」
の
関
係
を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
る
。
　
留
守
所
下
　
多
度
首
郡
司
　
　
可
髄
加
検
知
微
充
修
理
料
曼
陀
羅
寺
領
畠
地
子
事
　
　
右
、
修
理
破
壊
道
場
事
、
尤
要
須
善
根
也
、
然
者
前
司
度
々
御
判
明
白
也
、
而
近
来
号
本
寺
別
当
使
妨
制
修
理
上
人
所
知
之
由
云
　
々
、
不
可
然
事
也
、
早
止
他
妨
、
偏
可
充
修
理
料
之
状
、
所
仰
如
件
、
郡
宜
承
知
、
依
件
加
実
検
、
即
郡
司
為
検
校
、
令
遂
修
理
之
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
勤
、
不
可
違
失
、
故
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
康
平
六
年
六
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
老
佐
伯
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豫
凡
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
老
凡
宿
　
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
位
惟
宗
宿
　
在
判
　
こ
の
内
容
は
事
書
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
曼
茶
羅
寺
道
場
の
修
理
之
勤
を
郡
司
の
監
督
下
で
行
な
う
よ
う
命
じ
た
留
守
所
の
下
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
署
名
す
る
最
上
位
の
惟
宗
な
る
人
物
は
関
連
史
料
に
は
目
代
と
し
て
の
署
判
が
あ
る
こ
と
か
ら
凡
姓
や
佐
伯
姓
の
「在国司職」成立に関する覚書（関）
留
守
所
構
成
員
と
は
区
別
す
べ
き
中
央
系
統
の
目
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芳
・
そ
の
凡
氏
に
例
を
と
れ
ば
馨
の
存
在
が
こ
の
護
国
の
他
の
諸
鞭
か
ら
も
留
守
所
構
賢
・
し
て
橡
や
府
老
な
ど
の
肩
書
を
持
つ
有
力
在
庁
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
の
で
あ
り
、
当
国
の
「
在
国
司
」
的
存
在
と
し
て
国
務
に
参
画
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
か
か
る
凡
氏
一
族
を
は
じ
め
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
留
守
所
に
よ
る
下
文
の
宛
所
が
右
見
料
に
見
る
限
り
単
な
る
多
度
郡
司
で
は
な
く
し
て
「
多
度
首
郡
司
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
「
首
郡
司
」
は
別
の
史
料
で
は
冒
領
郡
司
L
と
も
表
現
さ
れ
て
雛
・
そ
の
名
辞
か
ら
推
し
て
葱
郡
司
L
と
里
の
実
体
で
あ
・
た
・
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
留
守
所
の
構
成
が
中
央
系
統
の
目
代
と
在
地
系
統
の
目
代
（
1
1
「
在
国
司
」
）
と
の
複
合
構
造
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
「
首
領
郡
司
」
（
n
惣
郡
司
）
に
対
す
る
留
守
所
の
指
揮
、
命
令
の
在
り
方
も
、
お
そ
ら
く
は
「
在
国
司
」
を
媒
介
と
し
た
ル
ー
ト
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
又
右
史
料
と
関
連
す
る
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
六
月
三
日
の
護
国
曼
茶
羅
寺
僧
襲
解
案
の
裏
書
に
も
・
の
吾
領
郡
司
」
↑
惣
郡
司
）
が
傍
郡
司
（
「
在
地
郡
司
」
）
の
押
作
を
取
締
ま
る
べ
き
存
在
と
し
て
留
守
所
（
国
衙
）
の
命
令
を
直
接
受
け
る
よ
う
位
置
ず
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
職
能
を
知
る
上
で
一
つ
の
参
考
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
「
在
国
司
（
職
）
」
を
媒
介
と
す
る
「
惣
郡
司
（
職
）
」
・
「
惣
刀
禰
（
職
）
」
と
い
う
国
衙
権
力
の
支
配
原
理
も
申
世
社
会
に
お
け
る
如
何
な
る
権
力
編
成
の
表
現
様
式
で
あ
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
な
し
に
は
そ
の
立
田
心
味
を
持
ち
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
中
世
社
会
を
構
成
す
る
二
つ
の
権
力
と
し
て
主
従
制
的
支
配
権
と
統
治
権
的
（
1
1
領
域
的
）
支
配
権
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
佐
嚢
罠
が
将
軍
権
力
の
二
元
性
と
し
て
こ
れ
を
指
難
れ
て
以
来
、
周
知
糧
す
が
・
れ
が
単
に
室
町
幕
府
の
み
な
ら
ず
前
代
の
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
さ
え
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
小
稿
で
か
か
る
中
世
社
会
に
お
け
る
権
力
の
二
元
性
を
問
題
と
す
る
場
合
、
そ
の
淵
源
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
も
ふ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
こ
の
二
つ
の
一51一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
権
力
支
配
原
理
の
在
り
方
の
う
ち
前
者
の
主
従
制
的
支
配
権
が
私
的
、
個
別
的
な
人
格
的
側
面
に
お
い
て
見
い
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
の
統
治
権
的
支
配
権
は
公
的
、
領
域
的
な
も
の
う
ち
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
「
在
国
司
（
職
）
」
を
頂
点
と
し
た
「
惣
郡
司
」
に
よ
る
「
在
地
郡
司
」
に
対
す
る
支
配
、
統
轄
の
在
り
方
と
は
、
後
者
の
統
治
権
的
支
配
権
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
権
力
編
成
の
表
現
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
　
一
般
「
在
地
郡
司
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
、
郷
と
い
う
「
在
地
」
世
界
の
規
模
に
応
じ
て
住
人
化
し
た
存
在
で
あ
っ
た
以
上
、
「
惣
郡
司
」
は
か
か
る
郡
郷
司
層
を
領
域
的
に
上
か
ら
統
轄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
「
惣
郡
司
（
職
）
」
の
具
体
的
職
掌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
治
二
年
（
＝
二
七
）
の
加
　
　
　
　
　
　
　
　
（
砺
）
賀
国
江
沼
諸
司
等
解
に
は
「
春
ハ
励
農
業
勤
、
夏
ハ
令
致
交
易
物
弁
済
之
、
此
二
事
頗
勤
畢
」
と
あ
り
、
「
惣
郡
司
（
職
）
」
が
勧
農
権
や
交
易
、
徴
税
肇
の
国
衙
公
権
の
枢
要
な
も
華
握
せ
・
存
在
で
あ
・
た
艶
は
明
ら
か
で
・
彼
等
が
勧
鑑
に
袋
さ
れ
る
公
的
機
能
の
執
行
者
と
し
て
領
域
的
旺
統
治
権
的
支
配
権
を
実
現
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
決
し
て
故
無
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
た
と
え
説
話
と
は
い
え
、
「
古
事
談
」
、
「
十
訓
抄
」
に
載
せ
る
「
在
国
司
」
基
衡
と
「
郡
地
頭
」
（
1
1
「
惣
郡
司
」
）
季
春
の
関
係
も
こ
う
し
た
領
域
的
、
統
治
権
的
原
理
に
裏
打
ち
き
れ
た
関
係
と
み
る
こ
と
も
又
、
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
一
般
に
令
制
に
そ
の
系
譜
を
引
く
地
方
行
政
組
織
と
し
て
の
国
衙
が
中
世
に
お
い
て
も
存
続
せ
る
理
由
を
積
極
的
に
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ
が
如
何
な
る
権
力
編
成
の
下
に
運
営
、
組
織
さ
れ
て
い
た
を
解
明
す
る
こ
と
は
重
要
な
論
点
と
な
ろ
う
。
そ
の
際
、
留
意
し
た
の
は
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
が
そ
の
権
力
を
全
国
的
な
も
の
に
純
化
さ
せ
る
道
程
に
は
少
な
か
ら
ず
、
旧
来
国
衙
の
保
持
す
る
諸
権
寵
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
意
味
で
、
鎌
倉
時
代
に
は
既
に
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
支
配
原
理
の
う
ち
の
統
治
権
的
支
配
権
（
領
域
的
）
は
、
ま
さ
に
こ
の
幕
府
と
国
衙
の
関
係
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
も
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
こ
の
こ
と
は
鎌
倉
幕
府
の
地
方
支
配
の
中
枢
た
る
守
護
が
一
面
で
「
在
国
司
（
職
）
」
を
保
持
す
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
と
一52一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
も
関
連
し
摯
こ
の
轟
が
先
の
二
つ
支
配
権
の
国
別
の
執
行
人
で
あ
る
と
さ
れ
・
佐
養
の
緯
憲
起
す
・
弩
・
の
守
護
に
体
現
さ
れ
て
い
る
中
世
権
力
の
二
元
性
の
う
ち
の
統
治
権
的
（
領
域
的
）
支
配
権
の
起
点
と
は
、
ま
さ
に
「
在
国
司
（
職
）
」
を
中
核
と
す
る
「
惣
郡
司
」
あ
る
い
は
「
惣
刀
禰
」
と
い
う
平
安
末
期
国
衙
権
力
の
編
成
原
理
の
う
ち
に
見
い
出
し
得
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
・
幕
府
に
お
け
る
守
護
と
「
在
国
司
」
の
関
係
も
、
お
そ
ら
く
叙
上
の
如
き
「
在
国
司
」
の
在
り
方
を
前
提
と
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
と
も
あ
れ
平
安
末
期
の
国
衙
機
構
内
で
の
「
在
国
司
（
職
）
」
の
歴
史
的
役
割
と
は
旧
稿
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
「
在
地
郡
司
」
i
「
在
地
刀
禰
」
な
ど
を
領
域
的
に
支
配
、
統
轄
す
る
「
惣
郡
司
」
、
「
惣
刀
禰
」
等
の
存
在
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
上
か
ら
直
接
国
司
の
家
産
制
支
配
の
中
に
包
摂
す
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
ず
け
ら
れ
て
い
た
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
在
国
司
」
な
る
も
を
平
安
末
期
に
お
け
る
国
衙
機
構
の
権
力
編
成
の
中
で
ど
の
よ
う
に
問
題
と
す
る
か
と
い
う
小
稿
で
の
基
本
的
視
角
は
ほ
ぼ
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
何
分
紙
数
の
都
合
で
、
充
分
意
を
尽
く
せ
な
い
個
所
も
あ
り
、
又
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
結
果
先
学
の
業
績
を
不
当
に
拡
大
し
た
恐
れ
も
な
し
と
し
な
い
が
、
以
下
多
岐
に
亘
っ
た
論
点
を
記
し
て
稿
を
と
じ
た
い
。
　
　
ま
　
と
　
め
　
e
　
「
在
国
司
」
と
は
国
司
の
肩
書
を
有
す
る
在
庁
官
人
の
実
態
的
呼
称
と
し
て
、
十
一
世
紀
以
降
史
料
上
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
　
　
る
。
そ
れ
が
登
場
す
る
歴
史
的
背
景
は
国
司
四
等
官
制
が
崩
れ
、
受
領
－
任
用
の
二
段
階
構
成
が
顕
著
に
な
り
、
任
用
を
も
含
む
　
　
所
謂
雑
任
国
司
の
在
庁
化
と
い
う
現
象
を
前
提
と
し
て
、
受
領
国
司
は
旧
来
の
任
用
が
担
う
べ
き
行
政
面
で
の
職
責
を
有
力
在
庁
　
　
層
に
委
ね
彼
等
を
「
在
地
国
司
」
と
し
て
私
的
に
登
用
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
　
口
　
一
方
、
か
か
る
「
在
国
司
」
の
成
立
は
十
一
世
紀
以
降
の
在
庁
官
人
の
登
場
に
照
応
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
　
　
方
行
政
上
に
お
け
る
実
質
的
な
執
行
者
た
る
彼
等
在
庁
層
を
国
司
権
力
の
中
に
よ
り
直
接
的
に
包
摂
せ
ん
と
し
た
具
体
的
表
現
で
一53一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
「
在
国
司
」
を
通
じ
て
一
般
郡
司
、
刀
禰
を
領
域
的
に
支
配
す
る
「
惣
郡
司
」
・
「
惣
刀
禰
」
を
も
国
衙
　
権
力
に
掌
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⇔
　
中
世
社
会
を
構
成
す
る
二
つ
の
支
配
原
理
の
う
ち
の
領
域
的
支
配
（
統
治
権
的
）
の
在
り
方
も
か
か
る
「
在
国
司
」
を
中
核
と
　
し
た
「
惣
郡
司
」
「
惣
刀
禰
」
と
い
う
平
安
末
期
の
国
衙
権
力
の
複
合
構
造
に
そ
の
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
補
　
註
（
1
）
　
鈴
木
国
弘
「
中
世
前
期
．
国
衙
権
力
の
特
質
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
考
察
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
〇
一
号
）
。
（
2
）
　
拙
稿
「
『
在
国
司
』
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
学
習
院
史
学
』
十
四
号
）
。
（
3
）
拙
稿
「
中
世
初
期
に
お
け
る
国
衙
権
力
の
構
造
と
そ
の
特
質
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
六
〇
号
）
。
（
4
）
　
吉
村
茂
樹
『
国
司
制
度
崩
壊
に
関
す
る
研
究
』
。
原
田
重
「
国
司
連
座
制
の
変
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
九
州
史
学
』
一
〇
号
）
。
同
「
揺
　
　
授
国
司
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
〇
五
号
）
。
（
5
）
　
「
続
日
本
紀
」
巻
＋
。
（
6
）
　
和
田
英
松
『
官
職
要
解
』
。
（
7
）
　
橋
本
義
彦
「
摂
関
政
治
論
」
（
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
所
収
）
。
（
8
）
　
「
日
本
後
紀
」
巻
二
十
二
。
（
9
）
　
泉
谷
康
夫
「
受
領
国
司
と
任
用
国
司
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
一
六
号
）
。
（
1
0
）
　
富
田
正
弘
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
司
文
書
に
つ
い
て
ー
そ
の
位
署
形
態
と
国
司
庁
宣
の
成
立
ー
」
（
『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
』
第
四
　
　
号
）
。
（
1
1
）
　
坂
本
賞
三
「
免
除
領
田
制
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
六
二
号
）
。
同
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
。
（
1
2
）
　
永
延
二
年
十
一
月
八
日
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
（
『
平
安
遺
文
』
三
三
九
号
）
。
（
1
3
）
　
「
本
朝
文
粋
」
巻
第
二
、
意
見
封
事
。
（
1
4
）
　
富
田
氏
前
掲
論
文
。
（
1
5
）
　
雑
任
国
司
及
び
任
用
国
司
の
区
別
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
語
義
か
ら
言
え
ば
雑
任
と
は
正
任
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
任
用
と
一54一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
は
受
領
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
時
と
し
て
区
別
し
難
き
場
合
も
多
い
。
本
来
雑
任
国
司
と
は
四
等
官
制
に
定
め
ら
れ
た
以
外
の
史
生
・
　
　
医
師
・
博
士
な
ど
を
指
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
天
平
六
年
の
尾
張
国
正
税
帳
（
大
日
本
古
文
書
一
）
な
ど
に
は
介
・
嫁
・
目
を
雑
任
国
司
　
　
と
呼
ん
で
史
生
を
そ
れ
か
ら
除
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
以
下
小
稿
で
雑
任
国
司
と
い
う
語
を
用
い
る
場
合
、
広
義
に
は
介
以
下
　
　
史
生
な
ど
も
含
め
た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
扱
い
た
い
。
そ
の
意
味
で
は
任
用
も
こ
の
雑
任
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
　
　
す
る
。
　
　
　
尚
、
こ
の
任
用
、
雑
任
に
っ
い
て
の
区
別
に
関
し
て
は
最
近
、
森
田
悌
氏
が
『
受
領
』
（
教
育
社
歴
史
新
著
）
で
若
干
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
の
　
　
で
、
こ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
1
6
）
　
竹
内
理
三
「
在
庁
官
人
の
武
士
化
」
（
『
史
学
雑
誌
』
四
八
－
六
号
、
た
だ
し
原
題
は
「
武
士
発
生
史
上
に
於
け
る
在
庁
と
留
守
所
の
研
究
」
　
　
の
ち
、
『
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
に
収
録
）
。
（
1
7
）
　
正
暦
五
年
九
月
九
日
栄
山
寺
牒
（
『
平
安
遺
文
』
三
五
九
号
）
。
（
1
8
）
　
天
喜
三
年
［
一
二
十
八
日
丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
（
『
平
安
遺
文
』
七
五
六
号
）
。
（
1
9
）
　
大
治
二
年
八
月
十
七
日
紀
伊
国
在
庁
官
人
等
解
（
『
平
安
遺
文
』
補
三
〇
二
号
）
。
（
2
0
）
康
治
二
年
七
月
十
六
日
尾
張
国
安
食
荘
立
券
文
（
『
平
安
遺
文
』
二
五
一
七
号
）
。
（
2
1
）
　
義
江
彰
夫
「
平
安
鎌
倉
時
代
地
方
政
治
の
構
造
と
展
開
」
（
『
鎌
倉
幕
府
地
頭
職
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
。
（
2
2
）
　
「
朝
野
群
載
」
巻
二
十
二
、
諸
国
雑
事
。
（
2
3
）
　
参
考
ま
で
に
庁
宣
の
初
見
史
料
は
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
の
大
隅
国
司
庁
宣
で
あ
る
。
（
『
平
安
遺
文
五
九
〇
号
）
。
（
2
4
）
永
承
五
年
七
月
二
十
一
日
太
政
官
符
案
（
『
平
安
遺
文
』
六
八
一
号
）
。
（
2
5
）
　
天
喜
五
年
四
月
三
日
龍
泉
寺
氏
人
等
解
案
（
『
平
安
遺
文
』
八
五
五
号
）
。
（
2
6
）
　
「
本
朝
世
紀
」
天
慶
四
年
十
一
月
十
日
条
。
（
2
7
）
　
永
詐
二
年
十
二
月
九
日
大
和
国
符
案
（
『
平
安
遺
文
』
三
四
二
号
）
。
（
2
8
）
　
正
暦
二
年
三
月
十
二
日
大
和
国
使
牒
（
『
平
安
遣
文
』
三
四
七
号
）
。
（
2
9
）
　
「
兵
範
記
」
久
寿
三
年
三
月
十
三
日
条
。
　
　
　
こ
の
「
兵
範
記
」
収
録
の
「
新
司
宣
」
に
つ
い
て
は
義
江
彰
夫
氏
の
御
教
授
に
よ
る
。
（
3
0
）
竹
内
氏
前
掲
論
文
、
富
田
氏
前
掲
論
文
を
参
照
。
一55一
’
「在国司職」成立に関する覚書（関）
（
3
1
）
　
高
田
実
「
中
世
初
期
の
国
衙
機
構
と
郡
司
層
」
（
『
史
学
研
究
』
六
六
号
）
。
（
3
2
）
　
竹
内
氏
前
掲
論
文
。
（
3
3
）
高
田
氏
前
掲
論
文
。
（
3
4
）
　
延
喜
十
五
年
九
月
十
一
日
東
寺
伝
法
供
家
牒
（
『
平
安
遺
文
』
二
一
二
号
）
。
（
3
5
）
　
延
喜
十
五
年
十
月
二
十
二
日
丹
波
国
牒
（
『
平
安
遺
文
』
一
＝
三
号
）
。
（
3
6
）
　
大
石
直
正
「
平
安
時
代
の
郡
、
郷
の
収
納
所
・
検
田
所
に
つ
い
て
」
（
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
・
中
世
史
の
地
方
的
展
開
』
　
　
所
収
。
義
江
彰
夫
『
鎌
倉
幕
府
地
頭
職
成
立
史
の
研
究
』
な
ど
を
参
照
。
（
3
7
）
　
天
慶
三
年
九
月
二
日
因
幡
国
東
大
寺
領
高
庭
荘
坪
付
（
『
平
安
遺
文
』
二
五
一
号
）
。
（
3
8
）
小
稿
で
は
収
納
使
、
検
田
使
等
に
代
表
さ
れ
る
国
衙
の
使
を
と
り
あ
え
ず
国
衙
使
と
指
称
す
る
こ
と
と
す
る
．
（
3
9
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
国
衙
使
の
成
立
と
『
所
』
の
展
開
」
（
仮
題
）
と
し
て
近
く
公
表
の
予
定
で
あ
る
。
（
4
0
）
　
註
（
2
7
）
・
（
2
8
）
に
同
じ
。
（
4
1
）
　
註
（
2
0
）
に
同
じ
。
（
4
2
）
康
平
五
年
四
月
日
讃
岐
国
曼
奈
羅
寺
僧
善
芳
申
文
案
（
『
平
安
遺
文
』
四
六
二
九
号
）
。
（
4
3
）
　
延
久
三
年
八
月
十
一
日
美
濃
国
司
解
案
（
『
平
安
遺
文
』
一
〇
六
五
号
）
。
（
4
4
）
　
永
長
二
年
四
月
三
日
官
宣
旨
案
（
『
平
安
遣
文
』
一
三
七
三
号
）
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
旧
稿
「
『
在
国
司
』
に
関
す
る
一
考
察
」
で
紹
介
　
　
し
て
お
い
た
の
で
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
（
4
5
）
言
う
と
こ
ろ
の
意
味
は
、
本
文
に
引
用
し
た
個
所
は
他
な
ら
ぬ
解
案
作
製
者
の
文
言
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
こ
こ
に
署
名
す
る
国
司
　
　
以
外
の
第
三
者
を
対
象
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
そ
れ
は
当
然
在
地
に
お
い
て
国
政
の
一
翼
を
担
う
べ
く
　
　
設
定
さ
れ
た
在
庁
官
人
中
の
有
力
者
た
る
「
在
国
司
」
の
意
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
用
語
上
で
「
在
国
司
」
な
る
表
現
か
ら
直
　
　
ち
に
私
見
の
如
き
意
味
で
の
「
在
国
司
」
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
確
か
に
竹
内
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
在
国
司
」
な
る
　
　
用
語
に
は
「
在
国
国
司
」
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
点
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
稿
で
い
う
「
在
地
国
司
」
と
し
て
の
「
在
　
　
国
司
」
概
念
は
そ
れ
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
平
安
末
～
鎌
倉
期
に
か
け
て
国
衙
で
在
庁
職
化
す
る
場
合
の
「
在
国
司
」
の
淵
源
も
、
こ
の
点
　
　
か
ら
不
在
勝
ち
と
な
っ
た
国
司
に
対
す
る
指
称
と
し
て
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
（
4
6
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
既
に
拙
稿
「
中
世
初
期
に
お
け
る
国
衙
権
力
の
構
造
と
そ
の
特
質
」
（
『
本
歴
史
』
三
六
〇
号
）
で
若
干
ふ
れ
て
お
い
た
一56一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
　
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
（
4
7
）
　
久
安
五
年
七
月
日
日
向
国
司
庁
宣
案
写
（
『
平
安
遺
文
』
二
六
七
三
号
）
。
（
4
8
）
　
「
吾
妻
鏡
」
治
承
四
年
十
月
二
十
三
日
条
。
（
4
9
）
高
柳
光
寿
『
鎌
倉
市
史
』
。
（
5
0
）
　
大
山
喬
平
『
鎌
倉
幕
府
』
（
「
日
本
の
歴
史
」
9
小
学
館
）
。
（
5
1
）
註
（
2
）
に
同
じ
。
（
5
2
）
　
大
治
六
年
二
月
三
十
日
薩
摩
国
在
国
司
大
前
道
助
請
文
案
（
『
平
安
遺
文
』
四
六
九
四
号
）
。
（
5
3
）
建
久
六
年
五
月
日
将
軍
家
政
所
下
文
案
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
九
二
号
）
。
（
5
4
）
　
福
田
豊
彦
「
第
二
次
封
建
関
係
の
形
成
過
程
」
（
安
田
元
久
編
『
初
期
封
建
制
の
研
究
』
所
収
）
。
（
5
5
）
　
嘉
禎
四
年
正
月
二
十
三
日
関
東
御
教
書
写
（
『
鎌
倉
遺
文
』
五
二
〇
三
号
）
。
　
　
　
嘉
禎
四
年
三
月
十
五
日
関
東
御
教
書
写
（
『
鎌
倉
遺
文
』
五
一
二
八
号
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
福
田
豊
彦
「
封
建
的
領
主
制
形
成
の
一
過
程
」
　
　
（
安
田
元
久
編
『
日
本
封
建
制
成
立
の
諸
前
提
』
所
収
）
を
参
照
。
（
5
6
）
　
久
安
二
年
八
月
十
日
下
総
国
平
常
胤
寄
進
状
（
『
平
安
遺
文
』
二
五
八
六
号
。
）
（
5
7
）
　
「
古
事
談
」
巻
一
入
・
第
四
・
勇
士
、
「
十
訓
抄
」
巻
一
八
・
第
十
。
（
5
8
）
　
「
基
衡
押
領
一
国
、
如
兄
国
威
、
価
奏
聞
隻
由
、
申
下
宣
旨
、
擬
検
注
国
中
公
田
之
処
、
忍
郡
者
、
基
衡
蔵
テ
、
先
々
不
入
国
使
、
而
今
度
　
　
任
宣
旨
、
擬
検
注
之
間
、
．
基
衡
件
郡
地
頭
大
庄
司
季
春
二
合
心
テ
禦
之
、
国
司
猶
帯
宣
旨
推
入
之
間
、
已
放
矢
乃
合
戦
了
、
守
方
被
疵
者
甚
　
　
多
、
基
衡
カ
ク
ハ
シ
ツ
レ
ド
モ
、
背
宣
旨
射
国
司
隻
依
恐
存
、
招
季
春
之
、
依
無
先
例
、
錐
追
返
国
司
、
背
宣
旨
之
條
、
非
無
違
勅
之
恐
、
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
カ
ガ
ス
ベ
キ
ト
云
々
、
季
春
云
今
仰
兼
皆
存
知
隻
也
、
主
君
命
依
難
奉
背
、
於
一
矢
者
射
候
了
、
然
者
君
者
不
知
食
之
躰
ニ
テ
、
召
己
頸
、
可
　
　
被
遺
国
司
之
許
也
」
。
（
5
9
）
　
安
田
元
久
「
文
治
地
頭
の
設
置
」
（
『
地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
』
所
収
）
。
（
6
0
）
　
鈴
木
国
弘
「
『
惣
地
頭
職
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
四
号
）
。
（
6
1
）
　
註
（
3
）
に
同
じ
（
6
2
）
康
平
六
年
六
月
八
日
讃
岐
国
留
守
所
下
文
案
（
『
平
安
遺
文
』
四
六
三
二
号
）
（
6
3
）
　
康
平
五
年
五
月
二
日
讃
岐
国
粟
安
富
解
案
（
『
平
安
遺
文
』
四
六
三
〇
号
）
。
康
平
七
年
壬
五
月
十
一
日
讃
岐
国
留
守
所
下
文
案
（
『
平
安
遺
一57一
「在国司職」成立に関する覚書（関）
　
文
』
四
六
三
三
号
）
。
（
6
4
）
　
そ
の
主
要
な
も
の
を
二
、
三
挙
げ
て
お
く
。
『
平
安
遺
文
』
一
〇
〇
六
号
、
四
六
二
九
号
、
　
　
四
六
三
三
号
、
四
六
三
七
号
、
等
。
（
6
5
）
　
治
暦
三
年
六
月
三
日
讃
岐
国
曼
茶
羅
寺
僧
善
芳
解
案
（
『
平
安
遺
文
』
一
〇
〇
五
号
）
。
（
6
6
）
右
　
同
（
6
7
）
　
佐
藤
進
一
「
室
町
幕
府
論
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
、
中
世
3
所
収
）
。
（
6
8
）
　
大
治
二
年
八
月
日
加
賀
国
江
沼
郡
諸
司
等
解
（
『
平
安
遺
文
』
二
一
〇
六
号
）
。
（
6
9
）
　
鈴
木
国
弘
「
『
惣
地
頭
職
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
一
四
号
）
。
（
7
0
）
　
石
井
進
『
日
本
中
世
国
家
史
研
究
』
。
（
7
1
）
　
佐
藤
氏
前
掲
論
文
。
四
六
三
〇
号
、
四
六
三
一
号
、
四
六
三
二
号
、
一58一
